
 
 

平成３０年３月９日 
 

文 化 審 議 会 答 申 
～国宝・重要文化財（美術工芸品）の指定について～（抜粋） 

 

 
 
詳しくは，別添の資料｢Ⅰ．答申内容｣，｢Ⅱ．解説｣，｢Ⅲ．参考｣を御覧ください。 

 
なお、今回答申を受けた文化財の一部は、平成３０年４月１７日（火）から５月６日

（日）まで東京国立博物館本館（東京都台東区上野公園１３－９）にて、特集「平成３

０年新指定国宝・重要文化財」展で公開します。 

 
 

文化審議会（馬渕
ま ぶ ち

 明子
あ き こ

会長）は，３月９日（金）に開催された同審議会文化財分科

会の審議・議決を経て，５件の美術工芸品を国宝に，５０件の美術工芸品を重要文化財

に指定することについて，文部科学大臣に答申しましたので，お知らせします。 

 

＜担当＞ 文化庁文化財部美術学芸課 

課   長        圓入 由美 （内線 2884） 

 課長補佐         樋口 理央 （内線 2885） 

主任調査官（絵画の部）  朝賀  浩 （内線 2890） 

主任調査官（彫刻の部）  奥  健夫 （内線 2891） 

調 査 官（工芸品の部） 伊東 哲夫 （内線 2889） 

主任調査官（書跡・典籍、古文書の部）藤田 励夫 （内線 2888） 

主任調査官（考古資料の部）原田 昌幸 （内線 2892） 

調 査 官（歴史資料の部）地主 智彦 （内線 2893） 

調査指導係長       河北 百合 （内線 2887） 

電話：03-5253-4111（代表） 

03-6734-2887（直通） 

 

 資料３  
 古墳壁画の保存活用に関する検討会（第２４回） 
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Ⅱ．解説

【重要文化財（美術工芸品）の指定】

＜絵画の部＞

（有形文化財を重要文化財に）

① キトラ古墳壁画 五面
こふんへきが

【所有者】国（文部科学省所管）

【大きさ】東壁 縦１１２．１㎝ 横２０３．７㎝
西壁 縦１１２．８㎝ 横２０４．２㎝
南壁 縦９５．７㎝ 横７２．８㎝
北壁 縦１１２．２㎝ 横１０５．７㎝
天井 縦１０５．８㎝ 横１６９．３㎝

高松塚古墳に次いで発見されたキトラ古墳の壁画。

四方四神と十二支並びに天空の天文図が表現される。高
し ほ う し じん

松塚では滅失している朱雀が良好な状態で残っていたこ
す ざ く

とは貴重で，天井の天文図も東アジア最古例として極め

て重要な遺例である。我が国の絵画史の幕開けを飾る重

要作例である。（飛鳥時代）

＜考古資料の部＞

（有形文化財を重要文化財に）

① 奈良県キトラ古墳出土品 一括
な ら け ん こふんしゅつどひん

【所有者】国（文化庁保管）

キトラ古墳壁画体験館四神の館保管

古墳は奈良県明日香村にあり，高松塚

古墳と並ぶ我が国二例目の大陸風の彩色

壁画が描かれた飛鳥時代の古墳として著

名である。本件は，石室から出土した木

棺の飾金具，刀装具，玉などから構成
かざりか な ぐ とう そ う ぐ

される一括で，金銀装帯執金具残欠や
きんぎんそうおびとり か な ぐ ざんけつ

金銅 透 彫座金具など類例の希な遺物を
こんどうすかしぼりざかな ぐ まれ

含む。畿内中枢部における終末期古墳の

葬送の実態を示す遺物として，学術的価

値が高い。(飛鳥時代)


